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田
弘
子
、
長
谷
川
閑
史
武
田

薬
品
会
長
、
新
浪
剛
史
ロ
ー

ソ
ン
会
長
な
ど
、
規
制
緩
和

論
者
で
知
ら
れ
た
面
々
が
、

『
会
議
』
の
民
間
議
員
・
委

員
と
し
て
参
加
し
、
経
産
省

の
官
僚
が
そ
の
実
務
を
取
り

仕
切
る
と
い
う
形
で
進
め
ら

れ
て
い
る
。
厚
労
省
す
ら
脇

役
と
さ
れ
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
労
働

政
策
決
定
の
根
本
原
理
と
す

る
政
労
使
の
三
者
構
成
審
議

の
原
則
も
全
く
無
視
さ
れ
て

い
る
。
残
業
代
ゼ
ロ
の
「
労

働
時
間
規
制
を
除
外
す
る
制

度
の
導
入
」
も
再
登
場
し
、

攻
撃
を
強
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
「
生
涯

ハ
ケ
ン
」
を
強
い
る
、
労
働

者
派
遣
法
の
全
面
改
悪
規
制

緩
和
案
が
上
程
さ
れ
、
５
月

末
か
ら
６
月
上
旬
の
審
議
入

り
阻
止
の
闘
い
が
広
が
っ
て

い
る
。
す
で
に
、
膨
大
な
審

議
を
必
要
と
す
る
医
療
・
介

護
総
合
法
案
が
、
ま
と
も
な

国
会
審
議
も
な
く
、
法
案
の

成
立
を
狙
っ
て
衆
院
厚
生
労

働
委
員
会
で
、
５
月
１
２
日

に
強
行
採
決
さ
れ
て
い
る
。

安
倍
政
権
の
更
な
る
暴
走
を

許
し
て
は
な
ら
な
い
。
６
月

５
日
の
国
会
包
囲
行
動
へ
大

結
集
し
よ
う
。
派
遣
法
改
悪

を
突
破
口
と
し
た
、
労
働
法

制
の
大
改
悪
を
許
さ
ず
闘
お

う
！

安
倍
政
権
は
ま
た
、
憲
法

を
無
視
し
、
集
団
的
自
衛
権

行
使
の
閣
議
決
定
と
い
う
暴

挙
を
行
お
う
と
し
て
い
る
。

憲
法
９
条
は
、
「
交
戦
権
」

を
認
め
て
い
な
い
。
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
、
そ
れ
は
、

日
本
の
若
者
ら
が
、
海
外
で

戦
争
を
し
、
人
を
殺
し
、
殺

さ
れ
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

日
本
の
「
危
機
回
避
」
の
た

め
に
他
国
を
防
衛
し
、
自
分

達
が
侵
略
さ
れ
て
も
い
な
い

の
に
、
他
国
と
交
戦
す
る
こ

と
な
ど
許
さ
れ
な
い
。

安
倍
首
相
は
、
「
５
・
１

５
ク
ー
デ
タ
ー
」
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
に
、
嘘
と
詭
弁
を
国

民
の
前
に
前
に
さ
ら
け
出
し
、

「
砂
川
判
決
」
の
“
い
い
と

こ
取
り
”
が
通
用
し
な
い
と

み
る
や
、
１
９
７
２
年
政
府

解
釈
の
「
幸
福
追
求
権
」
の

部
分
を
も
摘
み
食
い
し
、
引

き
出
し
て
き
た
。
立
憲
主
義
、

平
和
主
義
、
平
和
外
交
を
踏

み
に
じ
り
、
解
釈
改
憲
と
い

う
蛮
行
の
先
に
あ
る
も
の
は
、

秋
の
臨
時
国
会
で
の
自
衛
隊

法
・
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
・
周
辺
事
態

法
・
日
米
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

な
ど
、
米
軍
指
揮
下
の
自
衛

隊
戦
争
発
動
体
制
に
他
な
ら

な
い
。

安
倍
政
権
は
、
衆
参
両
院

で
の
数
の
力
を
背
景
に
、
徹

底
し
た
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で

「
経
済
財
政
諮
問
会
議
」
、

「
産
業
競
争
力
会
議
」
を
従

え
、
そ
の
も
と
で
「
人
材
力

強
化
や
雇
用
制
度
改
革
」
な

ど
の
テ
ー
マ
別
会
合
を
開
き
、

さ
ら
に
は
国
家
戦
略
特
区
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）

を
設
置
し
労
働
規
制
緩
和
を

目
論
ん
で
い
る
。
そ
し
て
ま

た
内
閣
府
の
審
議
会
の
一
つ

で
あ
る
「
規
制
改
革
会
議
」

が
雇
用
Ｗ
Ｇ
を
設
置
し
、

「
雇
用
特
区
」
を
は
じ
め
労

働
規
制
改
革
全
般
へ
の
提
言

を
行
い
、
次
か
ら
次
へ
と
矢

継
ぎ
早
で
の
労
働
者
攻
撃
を

進
め
て
い
る
。

安
倍
政
権
に
は
、
財
界
と

そ
の
ブ
レ
ー
ン
と
言
わ
れ
る

竹
中
平
蔵
パ
ソ
ナ
会
長
、
太

現
状
は
、
憲
法
破
壊
、
原

発
再
稼
働
・
原
発
輸
出
の
推

進
、
労
働
法
制
の
規
制
緩

和
・
大
改
悪
と
い
う
よ
う

に
、
労
働
者
市
民
に
対
す
る

攻
撃
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
安

倍
政
権
と
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

は
、
一
見
強
固
そ
う
に
見
え

る
が
、
多
く
の
弱
点
を
抱
え

て
い
る
。
原
発
再
稼
働
は
５

５
％
の
人
々
が
反
対
、
福
島

事
故
の
収
束
展
望
が
開
け

ず
、
汚
染
水
問
題
・
放
射
能

汚
染
は
深
刻
と
な
っ
て
い

る
。
憲
法
解
釈
で
の
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
容
認
の
手
続

き
に
は
６
７
％
が
反
対
、
名

護
市
長
選
に
は
沖
縄
辺
野
古

新
基
地
建
設
に
反
対
の
稲
嶺

市
長
が
当
選
し
た
。
原
子
力

規
制
委
員
会
に
手
下
を
送
り

込
も
う
と
、
内
閣
法
制
局
長

官
の
首
を
す
げ
替
え
よ
う
と

も
、
ま
と
も
な
理
屈
で
な
い

安
倍
政
権
の
主
張
は
、
良
心

あ
る
多
く
の
学
者
と
の
論
争

や
労
働
者
市
民
の
闘
い
中
で

ほ
こ
ろ
び
、
そ
の
脆
弱
性
を

ま
す
ま
す
さ
ら
け
出
し
て
い

る
。多

く
の
非
正
規
労
働
者
、

労
働
組
合
の
反
撃
の
闘
い
が

開
始
し
て
い
る
。
東
京
東
部

労
組
メ
ト
ロ
コ
マ
ー
ス
支
部

は
、
２
８
０
名
の
支
援
の
仲

間
と
共
に
、
上
野
駅
頭
メ
ト

ロ
本
社
前
で
メ
ー
デ
ー
ス
ト

集
会
を
行
い
、
「
労
契
法
２

０
条
違
反
の
裁
判
闘
争
」
を

開
始
し
た
。
ゼ
ネ
ラ
ル
ユ
ニ

オ
ン
Ｅ
Ｃ
Ｃ
支
部
の
５
０
名

の
非
正
規
の
組
合
員
は
、

「
正
社
員
化
〜
無
期
雇
用
」

「
格
差
の
な
い
労
働
条
件
」

を
求
め
ス
ト
ラ
イ
キ
に
起
ち

上
が
り
、
全
国
２
９
校
の
授

業
を
完
全
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
た
。

安
倍
政
権
の
労
働
者
敵
視
の

攻
撃
に
対
し
、
あ
ら
ゆ
る
闘

い
と
運
動
の
力
で
突
破
す
る

全
国
一
般
の
仲
間
の
姿
が
あ

る
。
共
に
闘
い
、
１
４
春
闘

最
後
ま
で
闘
い
抜
こ
う
！
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安
倍
政
権
の
暴
走
を
許
さ
ず
、
労
働
者
の
生
活
と
権
利
を
守
り
抜
こ
う
！

派
遣
法
は
じ
め
労
働
法
制
の
大

改
悪
を
許
さ
な
い
！

成
長
戦
略｢

第
三
の
矢
﹈
は
、

過
酷
な
労
働
者
攻
撃
だ
！

全
国
の
非
正
規
労
働
者
の
反

撃
が
開
始
さ
れ
て
い
る
！

５/１ 第８５回日比谷メーデー

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
、

断
じ
て
認
め
ら
れ
な
い
！

安
倍
暴
走
政
権
を
許
す
な
！

スケジュール
◆６月５日（木）18：30～20：00
労働法制大改悪反対！国会包囲行動
＠衆院第２議員会館前 (主催)雇用共同アクション

◆６月18日（木）18：30～20：30
全労協・反原発総決起集会 ＠全水道会館(東京)

◆６月28日（木）13：00開会～14：45デモ～
さようなら原発☆首都大行進 ＠明治公園

◆７月５日（土）13：00～7月６日（日）正午まで
全国協・組織化合宿 ＠東京晴海・海員会館
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14

春
闘
・

各
地
の
闘
い

2・22～23長崎で西日本春闘討論集会

3・19神奈川春闘共同行動
決起集会

3・15京都春闘集会

3・２0佐野地区労春闘総決起集会

3・27昼休みに会社本館前で抗議集会
（昭和電気鋳鋼労組）

3・２9～30北九州JR各駅で「労働法制改
悪反対、労働組合に入ろう！作ろう！」

を訴える情宣活動

４・15けんり春闘総決起集会(新橋交通会館)

４・１５けんり春闘第4波
経団連抗議行動(東京大手町)

4・２3雇用共同アクション学習会
(日比谷図書文化館)

4・４東京労組春闘総決起集会(日比谷)

4・23「STOP！派遣法の大改悪」学習会

（阪神合同労組）
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お
り
、
今
後
、
中
央
・
地
方

審
議
会
へ
の
最
賃
引
き
上
げ

署
名
や
、
各
地
で
の
審
議
会

傍
聴
、
意
見
書
提
出
な
ど
に

取
り
組
む
こ
と
を
決
定
し
て

い
る
。
２
０
１
０
年
の
政
労

使
の
合
意
「
２
０
２
０
年
ま

で
の
目
標
と
し
て
で
き
る
限

り
早
期
に
全
国
最
低
８
０
０

円
を
確
保
し
、
景
気
状
況
に

配
慮
し
つ
つ
、
全
国
平
均
１

０
０
０
円
を
目
指
す
こ
と
」

を
今
年
度
必
ず
実
現
さ
せ
る

た
め
に
、
多
く
の
労
働
組
合
、

団
体
と
幅
広
く
共
闘
し
な
が

ら
１
４
年
最
賃
闘
争
を
全
国

で
闘
い
ぬ
こ
う
。

度
も
減
少
す
る
と
言
わ
れ
、

個
人
消
費
が
景
気
の
動
向
に

大
き
く
関
与
す
る
中
、
低
所

得
者
層
の
処
遇
改
善
に
向
け

て
最
低
賃
金
を
大
幅
に
引
き

上
げ
る
べ
き
情
勢
が
生
ま
れ

て
い
る
。
最
賃
闘
争
を
全
国

で
盛
り
上
げ
、
こ
の
チ
ャ
ン

ス
に
大
幅
引
き
上
げ
を
実
現

さ
せ
よ
う
。

★
「
署
名
、
審
議
会
傍
聴
、

意
見
書
提
出
」
に
取
り
組
も

う全
国
一
般
全
国
協
は
、
今
年

度
大
手
コ
ン
ビ
ニ
に
対
し
、

最
賃
を
大
幅
に
上
回
る
時
給

実
現
の
要
請
に
取
り
組
ん
で

★
最
低
賃
金
大
幅
引
き
上
げ

の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

暴
走
す
る
安
倍
政
権
で
あ

る
が
、
「
デ
フ
レ
脱
却
の
た

め
に
も
賃
金
の
改
善
が
必
要
」

と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
大
企

業
正
社
員
を
中
心
に
数
年
ぶ

り
に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
実
現

し
た
。
こ
の
金
額
に
し
て
も

消
費
増
税
や
物
価
の
上
昇
に

は
追
い
付
か
な
い
が
、
中
小

零
細
企
業
労
働
者
、
非
正
規

雇
用
労
働
者
は
賃
上
げ
も
難

し
く
置
き
去
り
に
さ
れ
た
ま

ま
で
あ
る
。
４
月
か
ら
の
消

費
増
税
、
物
価
上
昇
な
ど
に

よ
り
可
処
分
所
得
が
５
％
程

四
月
三
日
、
会
場
の
富
士
ロ

ゼ
シ
ア
タ
ー
会
議
室
に
は
約
三

十
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

講
演
は
、
少
数
派
か
ら
始
ま
っ

た
組
合
が
、
職
場
の
多
数
派
と

な
り
、
様
々
な
組
合
活
動
を
行

い
、
権
利
を
充
実
、
獲
得
し
て

い
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
職

場
で
組
合
が
日
常
的
に
仕
事
積

極
的
に
担
う
こ
と
で
、
仕
事
を

管
理
し
、
客
先
か
ら
組
合
の

「
過
激
な
行
動
」
も
、
「
仕
方

な
い
で
す
ね
」
と
理
解
さ
れ
た

こ
と
や
、
経
営
の
大
失
策
に
よ

り
企
業
が
倒
産
し
て
も
、
技
術

最

賃

闘

争

に

全

国

で

取

り

組

も

う
！

全

国

平

均

一

○

○

○

円

を

か

ち

と

ろ

う

！

5・1福山地区統一メーデー

5・1メーデーに全日ストライキ

東京東部労組メトロコマース支部

5・1大阪・中之島メーデー

４・２７北九州メーデー行進

４・２４洛南労組連春闘集会

が
客
先
か
ら
求
め
ら
れ
、
組
合

管
理
で
再
建
す
る
力
を
持
っ
た

こ
と
が
短
い
時
間
の
中
で
話
さ

れ
ま
し
た
。

東
部
労
組
な
ど
で
は
二
時
間

か
け
る
話
し
を
地
区
労
の
都
合

か
ら
、
一
時
間
に
圧
縮
し
て
も

ら
っ
た
た
め
、
言
い
た
い
こ
と

を
大
分
は
し
ょ
っ
て
も
ら
わ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
た
め
、
伝
わ

り
き
っ
た
か
は
不
安
も
あ
り
ま

す
が
、
参
加
し
た
組
合
員
の
意

識
が
少
し
で
も
変
わ
る
こ
と
を

次
の
活
動
に
も
つ
な
げ
て
行
き

た
い
内
容
で
し
た
。

富
士
地
区
労
の
春
闘
学
習
会

渡
辺
書
記
長
が
講
演

｢

組
合
が
職
場
の
中
心
に
座
る
！｣

安
倍
川
製
紙
労
組

５・１ 日比谷メーデー



３
月
２
９
日
、
４
月
２
日

と
連
続
し
た
ス
ト
ラ
イ
キ
に

決
起
し
、
３
月
、
４
月
の
配

車
差
別
に
よ
る
賃
金
切
下
げ
、

事
故
減
額
を
阻
止
し
た
。
最

低
賃
金
レ
ベ
ル
で
も
い
い
の

で
労
働
時
間
を
法
律
ど
お
り

計
算
す
る
こ
と
、
事
故
減
額

の
労
使
ル
ー
ル
、
賃
金
減
額

の
労
使
ル
ー
ル
、
会
社
に
よ

る
社
会
保
険
料
の
ご
ま
か
し

の
適
切
化
、
な
ど
に
つ
い
て

本
格
的
な
話
し
合
い
を
始
め

よ
う
と
矢
先
に
、
会
社
縮
小
、

閉
鎖
を
一
挙
に
進
め
だ
し
た
。

５
月
１
日
時
点
で
、
２
２
名

前
後
い
た
従
業
員
の
う
ち
１

０
名
は
１
０
万
円
を
受
け
取
っ

て
、
サ
ン
マ
ル
の
仕
事
を
引

き
継
い
だ
会
社
に
転
籍
し
た
。

サ
ン
マ
ル
に
残
っ
て
い
る
の

は
組
合
員
と
４
，
５
名
の
従

業
員
だ
け
と
い
う
事
態
に
な
っ

て
い
る
。
サ
ン
マ
ル
が
縮
小
・

閉
鎖
を
準
備
し
だ
し
た
の
は

昨
秋
で
あ
り
、
背
景
に
は
サ

ン
マ
ル
分
会
の
昨
夏
か
ら
の

組
織
化
の
前
進
が
あ
る
。
サ

ン
マ
ル
で
は
他
の
業
者
が
引
き

受
け
な
い
よ
う
な
運
賃
で
仕
事

を
受
注
し
最
賃
違
反
や
違
法
な

事
故
減
額
、
商
品
減
額
、
サ
ー

ビ
ス
残
業
な
ど
を
労
働
者
に
強

要
し
な
が
ら
利
益
を
あ
げ
て
き

た
。
労
働
者
の
側
に
は
様
々
な

事
情
を
抱
え
、
賃
金
も
前
借
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
労
働
者
が

い
た
こ
と
も
そ
れ
を
野
放
し
に

す
る
根
拠
に
な
っ
た
。
サ
ン
マ

ル
分
会
の
前
進
で
そ
れ
が
不
可

能
に
な
っ
た
。
サ
ン
マ
ル
分
会

は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
一
方
的

な
閉
鎖
反
対
で
あ
る
。
ス
ト
ラ

イ
キ
も
含
め
た
闘
い
で
不
当
な

会
社
閉
鎖
と
闘
い
ぬ
く
決
意
で

あ
る
。
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原
発
再
稼
働
を
許
す
な
！

や
ま
ぐ
ち
連
帯
労
組

安
倍
晋
三
首
相
は
５
月
１

日
、
ロ
ン
ド
ン
で
、
経
済
成

長
の
実
現
に
向
け
て
原
発
の

再
稼
働
を
進
め
る
方
針
を
明

言
し
た
。

４
月
に
閣
議
決
定
し
た

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」

で
は
原
子
力
発
電
を
「
重
要

な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
」
と

位
置
付
け
た
。
東
京
電
力
福

島
第
一
原
発
事
故
の
処
理
で

は
放
射
能
に
汚
染
さ
れ
た
水

さ
え
制
御
で
き
ず
、
燃
料
は

未
だ
ど
こ
に
あ
る
の
か
わ
か
っ

て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
過

酷
な
状
況
の
中
、
労
働
者
は

日
々
被
曝
し
な
が
ら
の
危
険

な
作
業
を
し
て
い
る
の
に
、

命
よ
り
経
済
を
優
先
さ
せ
る

安
倍
政
権
に
怒
り
が
わ
く
。

し
か
し
、
我
々
労
働
者
も

黙
っ
て
は
い
な
い
。
東
京
で

は
今
も
毎
週
金
曜
日
に
国
会

前
で
の
抗
議
が
行
わ
れ
て
い

外
国
人
技
能
実
習
生
の
権
利
守
れ
！

福
山
ユ
ニ
オ
ン
た
ん
ぽ
ぽ

わ
た
し
た
ち
の
身
近
に
15

万
人
余
り
の
外
国
人
研
修
・

技
能
実
習
生
が
働
い
て
い
る
。

実
習
生
た
ち
は
建
設
、
縫
製
、

農
漁
業
な
ど
６
８
職
種
１
２

６
作
業
に
従
事
し
て
い
る
が
、

そ
の
お
お
く
は
労
働
力
集
約

型
で
危
険
、
過
酷
な
作
業
で

あ
る
。

外
国
人
研
修
・
技
能
実
習
制

度
は
、
長
時
間
労
働
、
賃
金

未
払
い
な
ど
の
実
態
が
明
ら

か
に
な
り
社
会
問
題
化
し
た

も
の
の
、
い
っ
こ
う
に
改
善

さ
れ
る
こ
と
な
く
現
在
も
お

お
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

実
際
、
組
合
で
は
3
社
7
人

の
中
国
人
技
能
実
習
生
、
１

人
の
ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習

生
に
つ
い
て
事
業
所
と
の
交

渉
を
行
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
安
倍
政
権
は
本
年

４
月
４
日
、
建
設
業
で
技
能

実
習
終
了
者
に
新
た
な
在
留

資
格
を
与
え
て
最
長
３
年
日

本
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

（
二
○
二
○
年
ま
で
の
特
例

措
置
）
ま
た
、
介
護
、
農
林

水
産
分
野
で
の
受
け
入
れ
拡

大
も
検
討
課
題
と
な
っ
た
。

い
ず
れ
も
「
人
手
不
足
」
が

そ
れ
ら
の
理
由
だ
。

安
倍
政
権
自
ら
が
外
国
人

サ
ン
マ
ル
の
「
会
社
縮
小
・
閉
鎖
」

策
動
と
た
た
か
う

洛
南
ユ
ニ
オ

研
修
・
技
能
実
習
制
度
の
趣

旨
（
交
際
貢
献
、
技
術
の
海

外
移
転
）
を
か
な
ぐ
り
捨
て
、

「
復
興
事
業
」
、
東
京
五
輪

関
連
の
工
事
で
人
手
不
足
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
外
国
人
技
能
実
習
生

を
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
現
在
も
労
働

法
違
反
、
人
権
無
視
な
ど
の

５
・
１
６

コ
ン
ビ
ニ
大
手
３
社
に
要
請
行
動

る
。
３
月
１
１
日
前
後
に
は

各
地
で
、
原
発
反
対
の
集
会

が
開
か
れ
た
。
山
口
で
は
上

関
原
発
に
反
対
し
七
千
人
が

集
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
力
を

結
集
し
、
原
発
の
再
稼
働
を

止
め
て
い
こ
う
。

今
狙
わ
れ
て
い
る
の
は
鹿

児
島
に
あ
る
川
内
原
発
だ
。

全
国
の
労
働
者
の
力
で
絶
対

に
阻
止
し
よ
う
。
原
発
が
な

く
と
も
生
き
て
い
け
る
。
い

や
原
発
が
な
い
方
が
安
心
し

て
生
き
ら
れ
る
！

5
月
16
日
、
大
手
コ
ン
ビ

ニ
３
社
（
セ
ブ
ン
、
フ
ァ
ミ

マ
、
ロ
ー
ソ
ン
）
そ
れ
ぞ
れ

に
対
し
て
、
全
国
協
本
部
３

名
で
、
求
人
募
集
賃
金
引
き

上
げ
・
処
遇
改
善
な
ど
を
求

め
た
。
３
社
の
渉
外
・
人
事
・

FC
担
当
係
が
要
請
を
受
け
た
。

例
え
ば
、
ロ
ー
ソ
ン
に
対
し

て
は
、
「
全
国
す
べ
て
の
店

こ
の
制
度
の
抜
本
的
な
見

直
し
を
せ
ず
に
期
間
の
延
長

を
図
る
こ
と
に
は
反
対
だ
。

外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ

問
題
が
数
多
く
発
生
し
て
い

る
現
実
を
さ
ら
に
深
刻
な
も

の
に
す
る
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。

る
制
度
設
計
こ
そ
急
が
れ
る

べ
き
だ
。

舗
に
お
い
て
八
百
円
以
下
の

求
人
を
や
め
る
こ
と
」
な
ど

を
強
く
要
請
し
た
。
ま
た
、

三
多
摩
労
組
組
合
員
の
要
請

も
フ
ァ
ミ
マ
で
は
受
け
入
れ
、

初
め
て
の
要
請
行
動
で
あ
っ

た
が
、
今
後
に
つ
な
が
る
成

果
を
確
認
で
き
た
。

コ
ン
ビ
ニ
ス
タ
ッ
フ
の
求

人
募
集
賃
金
が
、
地
域
別
最

低
賃
金
の
額
そ
の
も
の
、
も

し
く
は
そ
れ
に
近
い
金
額
で

求
人
募
集
を
お
こ
な
っ
て
い

る
実
態
が
あ
り
、
地
域
の
最

低
賃
金
を
大
き
く
押
し
下
げ

て
い
る
。
コ
ン
ビ
ニ
ス
タ
ッ

フ
賃
金
を
引
き
上
げ
る
こ
と

が
、
地
域
全
体
の
労
働
者
の

賃
上
げ
に
大
き
な
波
及
効
果

を
与
え
る
の
は
間
違
い
な
い
。


